
環境・防災計画

敷地特性を最大限活かした環境づくり
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雨水利用システム概念図 災害時の対応

・東西に長い敷地特性や建物形状を活かし、卓越風、自然採光等のパッシブ手法を積極
的に導入します。また、高効率設備を設置するアクティブ手法を効果的に組み合わせ、
心地よい環境を作りつつ、環境負荷軽減に配慮した建物にします。
・雨水は、自然の循環サイクルとして貴重な水資源となるため、雨水を貯留し、トイレ
洗浄水や緑地への散水に利用することで省エネルギーを実現します。
・車路には、透水性の合材を使うことで、雨水を地下へ浸透させ、敷地外への雨水の流
出を抑制しながら、水資源の循環に寄与します。
・歩行路は、保水性の高い土を固めた舗装とし、輻射によりヒートアイランド現象を低
減します。

敷地特性を活かしたパッシブ手法を積極的に導入
１. 環境計画 ２. 防災計画

(1) 建物の構造
・災害拠点となる庁舎は、発災後、速やかに活動できるよう免震構造とします。
・災害ボランティアセンター等が設置される（仮称）新福祉会館は、建物の低層化を図
るとともに、構造体分類Ⅰ類に求められる重要度係数 1.5 を採用した上で、耐震構造と
します。
(2) 業務継続計画
・非常用発電設備を設置し、７日以上機能維持できる自立した建物を計画します。
・地下ピットに雑用水層及び緊急排水層を設置し、発災時に下水道が破断してもトイレ
の使用ができるよう計画します。
・敷地内にある非常災害用井戸については、引き続き発災時に利用できるよう、建物南
東部に移設します。
(3) 庁舎
・発災時には、庁舎５階の庁議室等を転用し、災害対策本部を設置するほか、地域安全
課執務室及び災害情報室等を一体的に活用し、情報の集約化を図ります。
・５階の会議室、６階の委員会室は関係機関等の協議、調整のためのスペースとして転
用できるよう計画します。
(4)（仮称）新福祉会館
・（仮称）新福祉会館のマルチスペースや多目的室は災害ボランティアセンターに転用し
ます。また、3 階は医療救護活動拠点、災害薬事センターに転用します。
・ピロティ空間は物資の荷揚げや荷下ろし、支援物資等の仮置き場として使用します。
(5) ひろば
・建物北側のオープンスペース等のひろばや駐車場は、極力段差をなくし、一体的に利
用できるようにします。
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